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○逢沢委員長 次に、山井和則君。 

○山井委員 山井和則です。 

 これから五十五分間、質問をさせていただきます。 

 きょう、つなぎ法案を出すとか出さないとか、そうした状況に入っております。そこで、福田総理に最初にお伺

いしたいことがございます。これは共同通信の世論調査です。ガソリン税などの暫定税率継続について、賛成二

一・四％、反対七二・二％、不明六・四％。七割以上の方が反対、賛成は二割程度なんですが、ほかの世論調査で

も似たような数字が出ております。このような数字に対して、福田総理はどのような感想を持っておられますか。 

○福田内閣総理大臣 反対するのは、これはやむを得ないところもあるなというふうに思います。私も、個人、消

費者の立場だったら、安い方がいいですよ、それは。私が自分で運転するという立場であれば。そういう気持ちが

素直にあらわれているというふうに思っております。 

○山井委員 ということは、確認しますが、消費者の立場としては、この七割の人が反対しているということは

理解できるということでよろしいですか。 

○福田内閣総理大臣 一般論として、何でも安い方がいいんですよ。そういう気持ちをお持ちなのは、これはも

う当然だと思います。 

○山井委員 一般論として安い方がいいんですよというのは、何かちょっと、私は、国民に対して失礼な言葉じ

ゃないかなと思うんですね。別に、国民の方は、こういう税金を下げると、つくる道路が優先順位をつけて多少減

るかもしれないということは御理解されている方も多いと思いますよ。そういう中では、多くの方々が今この暫

定税率の延長に反対している、このことはやはり、国民本位ということをうたっておられる福田総理としても重

く受けとめていただきたいと思います。 

 福田総理は、この間、七日、自民党本部の仕事始めで、奇策はあるわけじゃない、そういうことをやると国民の

信頼を失うと語っておられました。そして今、奇策と言われるつなぎ法案を与党は出すということで、今、野党に

対して申し入れを行っております。そういうことをやると国民の信頼を失うと七日に語っておられたんですが、

その福田総理の思いは今日まで変わっていませんか。 

○福田内閣総理大臣 今、その問題はまさに与野党間で協議している最中なんですよ。やるというふうに決めて、

何かやっているというふうに私は聞いておりませんよ。ですから、あくまでも話し合いですから、それは野党の

方々にも理解をしていただかなきゃ、協力を仰がなければいけない。国会を正常に運営するということにひとつ

御尽力いただくということで、何しろ歳入歳出が一体で通るようにひとつよろしくお願いをしたい、こういうお

願いを申し上げているわけですから、ぜひ御協力を願いたいと思っております。 

○山井委員 確かに今は話し合いの途中ですが、もしかしたら今晩にもそういうつなぎ法案を出してくるかもし

れないという状況に、今政治情勢としてはなっているわけです。そのときには、与党が出すとすれば、自民党総裁

である福田総理にも相談が当然来ると思いますが、もしそういう法案を出すんでしたら、総裁である福田総理に

相談は来るわけですか。 

○福田内閣総理大臣 まさに仮定の話ですから、仮定のことにお答えする必要は私はないと思いますけれども、

そういうことがないように、あくまでも話し合いで解決をしてほしいと思っております。 

○山井委員 先ほど、笠議員、西村議員の質問でもございましたが、年末、自民党総裁として薬害肝炎救済法案の

指示をされました、自民党総裁として。今回もつなぎ法案は議員立法として出てくるわけですから、つくってく

ださいという指示を出したということは、法案に対して、その議員立法はやめてくださいということも当然自民

党総裁として福田総理は言える立場にあると思います。 

 そこでお願いしたいんですが、これは話し合いを確かに今やっていますが、話し合いがうまくいかなくて、そ

ういう話が与党から来たときに、総裁として、話し合い、話し合いという路線を今までから福田総理は言ってお

られるわけですから、自民党総裁として、そのつなぎ法案のことに関しては、それはよくないということを言っ

ていただきたいと思いますが、福田総裁、いかがですか。 



○福田内閣総理大臣 そういうお話の前に、やるべきことはあるわけですね。やはり与野党でよく話をしていた

だきたいということです。 

○山井委員 ですから、その話し合いがうまくいかなかった場合のことを聞いているんですよ。（福田内閣総理大

臣「そんな仮定の話はしない」と呼ぶ）福田総理、仮定の話とおっしゃいますが、これは非常に重大な話ですよ、

国民生活にとっては。小さな法案じゃないですよ。七割の方が反対をしている。そして、この法案は増税法案です

よ。 

 暫定税率の期限は三月三十一日で切れるんですよ。その後、つなぎ法案を出すということは、増税をするとい

うことなんですよ。十年間にわたって二十六兆円増税をするということを、つなぎ法案一本で、審議もせずに決

められると思いますか。 

 福田総理、これは国民生活にとって深刻な問題なんですよ。もちろん、賛成意見、反対意見、あるでしょう。し

かし、審議なしで一日で決められるような軽い問題じゃないんですよ。 

 薬害肝炎の救済法案でも二百億円。しかし、今回の増税は十年間で二十六兆円ですよ。福田総理、今回、増税に

なるんですよ、暫定税率が切れるのを無理やりつなぎ法案で延長するということは。そういう増税法案を審議な

しで強行採決していく、このことについて福田総理はどう思われますか。 

○福田内閣総理大臣 問題は、委員のおっしゃるのは、ガソリン税をどうするか、こういう話でしょう。このこと

については、幾らでも審議できるじゃないですか、成立するまでの期間が十分にあるんですから。その期間に、い

い悪い、いろいろ議論されるのが、これが本来の姿ではないかというふうに思いますけれどもね。 

○山井委員 違うでしょう。このつなぎ法案を通したら、これでもう暫定税率の延長が事実上決まるじゃないで

すか、幾ら審議をしたって。この七割の国民の声はどうやって届くんですか。 

 今も笠議員が道路中期計画の中身について説明を求めましたけれども、明確な答弁がありませんでした。これ

からきっちり予算委員会でこういうことを審議してやらないとだめなんでしょう。（福田内閣総理大臣「そうして

くださいよ」と呼ぶ）そうしてくださいよとおっしゃるわけですけれども、そうできないようにしてつなぎ法案

を出そうとしているのが与党で、その責任者が福田総理、あなたなんじゃないですか。人ごとのように言わない

でくださいよ。 

 これは、十年間で五十九兆円も道路に使うかどうか、そのこと自体に関して国民の世論は今大きく二分してい

るんですよ。二分しているんですよ。そのことを審議もせずに決めるということ。 

 福田総理はきのう、記者に対して、奇策じゃない、正々堂々とやっていかないといかぬということをおっしゃ

っています。確認します。この問題について、道路特定財源について、福田総理は正々堂々とやっていかれるんで

すね。確認します。 

○福田内閣総理大臣 正々堂々、この問題について議論をすべきだと思いますよ。今、中期計画のことも言われ

ましたけれども、そういう内容についてよく質問してくださいよ。そして、疑問をただしていただきたいと思い

ますよ。 

 今は、いずれにしても、これは与野党間で協議をしていることであって、その先どうなるかということを私に

何か言えといったって、今は無理ですよ。それよりも、野党の皆様方よくわかっているんじゃないですか。 

○山井委員 正々堂々とやっていくわけですね。そしたら、つなぎ法案、審議を正々堂々とやってくださいとい

いながら、こういう、まさに審議もさせずに一瞬にして暫定税率の延長が決まるようなこのつなぎ法案、このつ

なぎ法案は、福田総理の認識としては正々堂々としたやり方ですか、どうですか。 

○福田内閣総理大臣 今、何も出ているものでもないことに対して、それがどうのこうの言ったって意味ないじ

ゃないですか。もう少し、本当に静かに議論ができるような雰囲気をつくっていただきたいと思いますよ。 

○山井委員 福田総理、まだ今議論したらいいじゃないですかといいながらも、もしかしたらきょうの本会議で

出すとしたら、議論するのは今しかないじゃないですか。だから今聞いているんでしょう。つなぎ法案が出た後

じゃ遅いんじゃないんですか。 

 そしたら、福田総理にお聞きします。まさかきょう出すということはないでしょうね、ゆっくり議論した方が

いいと言う以上は。きょうつなぎ法案を出すということはないですね、福田総理。 



○福田内閣総理大臣 同じことを何度も何度も聞かれて、私も、同じことを繰り返して言うのも正直言って余り

うれしくないですね。 

 これは今、御党の代表の方々が話している最中でしょう。もし本当に委員が心配されるんだったら、そこに行

って一緒に話しされてきてはどうなんですか。まだどんな中身なのかも私も知りませんし、そしてどうなるかも

わからないことの仮定の話をしたってしようがないでしょう、この大事な委員会でもって。 

○山井委員 私は、福田総理と私たちの認識が非常に違うと思うんですよ。これは大変重大な問題ですよ。十年

間で二十六兆円にも及ぶ増税、そして、五十九兆円、道路に特別枠で使うかどうか、そのことを審議もせずに一瞬

にして決めてしまうかどうか。こんなことがもしまかり通ったら、国会の存在意義が否定されるじゃないですか。

予算委員会なんか必要なくなるじゃないですか。何のためにこれは国会をやっているんですか。そういう国会史

上例のないことなんですよ。 

 それに対して、何か人ごとのようなことをおっしゃっておられる。福田総理は言っていることとやっているこ

とが違い過ぎませんか。話し合うといいながら、片や幹事長はつなぎ法案を出してくる。国民本位といいながら、

国民が一番期待をして関心を持っている暫定税率の問題を審議させないようにしようとしている。言っているこ

ととやっていることが違うじゃないですか。国民本位どころか、まさに国民無視。正々堂々とやるといいながら、

最もこそくな手を今使おうとしているんではないですか。言っていることとやっていることが余りにも違い過ぎ

ると思います。 

 もう一度、福田総理、お聞きします。正々堂々とやるということをお約束ください。 

○福田内閣総理大臣 私どもの幹事長云々というお話ございましたけれども、幹事長だって、何もけんかしよう

なんて思ってやっているわけじゃないと思いますよ。そうじゃないことで努力しているということを私に言って

いますからね。だから、そういう気持ちでやっているんだから、素直に対応して、そして野党の皆さんにも協力し

ていただきたい、そう思います。 

○山井委員 やはりこれは、自民党総裁ですから、仮定の問題、仮定の問題と今おっしゃっていましたが、早けれ

ばこの予算委員会の後にでもその話は上がってくるんですよ。まさか、これだけ審議しよう、審議しようといっ

ておきながら、つなぎ法案を了承するようなことはしないでくださいよ。まさに、国民本位といいながら、それと

逆のことになります。 

 幹事長から何を聞いておられるんですか、福田総理は。 

○福田内閣総理大臣 同じことを何度も聞かれますけれども、あくまでも話し合いで解決したい、そういう一念

でやっているんですよ。 

○山井委員 それでは、少し道路財源についてお聞きしたいと思います。 

 冬柴国土交通大臣、通告をしておりませんが、国土交通省の本庁なり出先機関の職員が道路特定財源維持の署

名集めを勤務時間中にしたとか、そういう事例というのは今回あるんですか。 

○冬柴国務大臣 私は聞いておりません。やっているかやっていないか、そんなことは聞いておりません。 

○山井委員 もしそういうことがあったとしたら、どう思われますか。 

 勤務時間中に国土交通省の本庁あるいは出先機関の職員が、暫定税率維持の署名活動、それを市町村の職員な

どにお願いして、署名に協力してくださいということを勤務時間にファクスやメールでやっていたとしたら、ど

う思われますか。 

○冬柴国務大臣 それは、職務としてやったのか、あるいは個人として知り合いあるいはそういう人にやったの

か、それはわかりません。しかし、私は、組織としてそういうところでやったということは承知はいたしておりま

せん。 

○山井委員 個人としてとおっしゃいますが、勤務時間中に個人としてそういう活動をやっていいんですか、国

土交通省は。 

○冬柴国務大臣 ちょっと具体的に言ってもらわないとわかりません。具体的に言ってください。 

○山井委員 いや、ですから、一般論としてですよ、勤務時間中に個人のそういう署名集めをやっていいんです

か。（発言する者あり）一般論として聞いているんですよ。委員長、一般論として聞いているんですよ。 



○逢沢委員長 質疑者、もう一度質問をしてください。 

○山井委員 一般論としてお伺いします。国土交通省では……（発言する者あり） 

○逢沢委員長 質疑者が質疑をしているときは静粛にお願いします。 

○山井委員 国土交通省の職員が、勤務時間中にメールやファクスで道路特定財源維持の署名集めの協力要請を

していいんですか、勤務時間中に。 

○冬柴国務大臣 これは省として命じたわけではありません。そういうことはしておりませんので。ただ、個人

としてそういう人がいるかもわからぬわけですから。六万三千人もおるんですから、それは一つ一つわかりませ

んよ。 

 でも、具体的に言っていただければ、それが勤務時間中であったのかそうでなかったのか、あるいは、その相手

方が知り合いの人なのかどうなのか、どういういきさつでやったのか、そういうこともわからないじゃないです

か、一般論では。個々具体的に言ってください。そして、もしそういうことが行われたとすれば、それは納税者に

とって不快であるということになれば、私の方としては行政上の手続を何らかとらなきゃならないかどうかは、

それは具体的になってから判断させてください。 

○山井委員 具体的な話をということですので、一月二十日付の北海道新聞、「「暫定」維持へ署名要請 網走開

建職員 管内十八市町村職員に」。政府の立場を利用したと受け取られかねない協力要請に批判が集まりそうだと

いうことです。 

 ここにファクスがございます。 

 日ごろは大変お世話になっております。網走開発建設部の何とかです。今回、必要な道路整備を進める会が全

国の各団体に呼びかけ、暫定税率維持の署名活動を実施しております。今回、署名活動中ですが、御協力をよろし

くお願い申し上げます。署名期間は一月中となっております。お忙しいところ申しわけありませんが、よろしく

お願いします。以上、お願いします。 

 これがファクス送信票ですね。 

 それで、これは国土交通省も認めております。そして、開発局は、一職員の行動であり、開発局として協力を求

めた事実はないと説明しているというふうに新聞には出ておりますが、ここにございます。道路特定財源の確保

に関する署名のお願いについて。 

 特に、北海道に当たっては広大な面積を有していることから広域分散型社会が形成され、地域間の移動には長

い距離と多くの時間を必要とします。当会におきましては、道路特定財源の安定的な確保と真に必要な道路の整

備を着実に進めることを国などに強く要望しております。今後より一層力強い要望活動を進めるために、皆様の

御理解と御協力を得ながら署名活動を実施したいと考えております。 

 これは道を考える会の署名のものですが、これを国土交通省の出先機関の職員が勤務時間中にファクスをして、

市町村の職員にお願いしろと言ったら、まるで自作自演、これはやらせじゃないですか。国土交通省の財源を確

保してくださいということを、民間団体に署名集めをやってくれるように国土交通省の職員が勤務時間中にやっ

ている。 

 冬柴大臣、この事例をどう思われますか。 

○冬柴国務大臣 その北海道新聞の、あなたが読まれませんでしたけれども、知り合いの人に頼んだと、そう書

いてあります。 

 それから、頼まれたのは、その会は御婦人の方が一生懸命やっていらっしゃる、御婦人の方が。その知り合い

で、その代表者は御婦人じゃないんですか、会は。そうでしょう。そういう人から、たまたま知り合いの我々の職

員に対してやった。その職員は、そのように頼まれたので、自分の知り合いの方にそのようにファクスをしたと

いうふうに聞いておりますが、それがもし軽率なものであり、いや、手を振っていますけれども、それが違うので

あれば、違うところを指摘してください。私の理解はそうです。 

○山井委員 大臣、最初そういう事例は知らないと言っていた割には、えらい詳しいじゃないですか。そうした

ら、こういう事例があることを知っていられたんじゃないですか。それに、言っていますが、単なる知り合いじゃ

ないんですよ。勤務時間中に管内の十八市町村の職員に送っているんですよ。これはまさに職務上の知り合いで、



これは圧力と受け取られかねませんよ。 

 おまけに、私がちょっと心配になっているのは、このファクス、これはわかりませんが、名前のところだけがち

ょっと大きく空白になっておりますが、まさかこれが、こういうフォーマットがあって、この人個人じゃなくて、

二人、三人、四人、五人、あるいは全国で行われているということはないですね。この署名の中には、全国で署名

活動を行っていますというふうに書いておりますが、まさかその全国でやっているところに、これと同じように

国土交通省の職員が関与しているということはないですね。冬柴大臣、いかがですか。 

○冬柴国務大臣 現在、そのような認識は、私はそういうことは知りません。認識はありません。 

 それで、先ほど来、あなたは一般論、一般論と言われるから、個々具体的に挙げてくださいと申し上げたわけ

で、決して否定したわけではありません。具体的にあなたがそうおっしゃるから、私が知っているそのことを申

し上げたわけでございます。御了解いただきたいと思います。 

○山井委員 いや、これは個別の話だから取り上げているんじゃないんですよ。こういうことがもし全国で行わ

れていたら、これは大変な問題だ、やらせのタウンミーティングみたいなものじゃないですか。これは深刻です

よ。勤務時間中ですから、国民の税金で道路特定財源の維持のための活動をしている、これは深刻な問題です。 

 冬柴大臣、それでは、深刻という認識は一緒だと思いますので、こういう事例がほかにないか調査していただ

けますか。 

○冬柴国務大臣 調査をします。 

○山井委員 この予算委員会に報告をしていただきたいんですが、いつまでに報告していただけますか。これは、

まさに今、審議の最中の一番重要な局面ですから、大体いつまでに報告をしていただけますか。これはすぐわか

ると思いますよ。 

○冬柴国務大臣 しかるべく、誠心誠意やります。 

○山井委員 ちょっと委員会室が静かになったのは気のせいでしょうか。 

 きのうも菅議員から話がありましたが、こういう道路特定財源の維持の活動を万が一、そういう国土交通省が

一緒になってやっているということになると、これはとんでもないことになりかねません。 

 それと、もう一つお伺いしたいと思います。 

 昨日、千八百人の首長さんからの道路特定財源の維持の署名が集まったということを冬柴大臣はおっしゃいま

したので、私は、ぜひその署名を見せていただきたい、お名前は隠してもらっても結構ですよ、どういう内容の署

名か知りたいということで、国土交通省に四時間前からお願いをしておりますが、見せられませんというふうに

言われております。冬柴大臣、これは見せていただけますか。 

○冬柴国務大臣 そのうちの何枚かをお渡ししているんじゃないですか。（山井委員「いやいや」と呼ぶ）一枚も。

（山井委員「まだもらっていません」と呼ぶ）ああ、そうですか。それは、あれします。 

 しかし、文書というのは、署名した人から私に対する文書ですから、その人の御了解なしに、みだりには渡すわ

けにいかないでしょう。ですから、あなたが名前を消してもいいというんであれば、それはそういうことで、一般

的な形式としてはお渡しします。私はお渡ししたつもりだけれども。お渡ししますよ。 

○山井委員 首長全員なわけですから、別に隠さなくても、すべての首長から来ているということだと思います

ので、出していただきたいと思っております。 

 それでは、福田総理にここで一つお伺いしたいと思います。 

 今のやりとりをお聞きになって、国土交通省の出先機関の職員が、少なくともこの北海道新聞の事例では、お

一人、勤務時間中に道路暫定税率維持の署名活動の要請をしていた、このことについてどう思われますか。 

○福田内閣総理大臣 これは国土交通省でよく調べていただきたいと思います。 

 一般的に、もし委員がおっしゃられるような疑念があるのであれば、それは明らかにされるべきだと思ってお

ります。 

○山井委員 増田総務大臣にお伺いします。 

 総務省では、こういう道路特定財源の維持の集会、署名、そういうふうなことを勤務時間中に職員の方がやっ

ておられるということはないですか、総務省では。（発言する者あり） 



○増田国務大臣 私、そんなことは指示しておりませんし、職員がそういうことをやっているという事実も把握

しておりません。 

○山井委員 そうしたら、増田大臣、総務省がこういう道路特定財源の維持の集会や署名に関するアドバイスあ

るいは指示、そういう相談に乗ったり、そういうふうなことをしたことがないかどうか、これも冬柴大臣と同じ

ように調査していただけますか。そして報告していただけますか。（発言する者あり） 

○増田国務大臣 いや、先ほどからのやりとりを私は聞いておりましたんですが、北海道新聞が、これは多分、北

海道局ですかね、開発局か何かわかりませんけれども、そこの職員がそういうことをやったという事実があった

ので、恐らく冬柴国土交通大臣も調べる、こういうことだと思います。 

 私のところは、何かそういう事実は全く把握しておりません。ですから、それは確かに、調べろと言えば、全部

そういうことを全職員に徹底するということはあるかもしれませんが、ただ、報道で何かどうのこうのというこ

とを聞いているわけでもありませんし、私はまたそういったことで新たにいろいろ仕事をつくり出すのもどうか

なと思います。 

 いろいろ様子を見て、そういう調べる必要があれば、またそこは私で判断をしたいと思います。 

○山井委員 増田大臣、これは大切なことですから、様子を見てじゃなくて、冬柴大臣と同じように、李下に冠を

正さずという言葉もありますから、念のため調査して報告してください。増田大臣、もう一度答弁お願いします。 

○増田国務大臣 念のためということでございましたが、できれば理事会あたりでこういったものはいろいろと

御相談して御指示いただければと思います。（発言する者あり） 

○山井委員 このことは理事会で協議してください。 

○逢沢委員長 資料その他については、理事会で適切に対応をいたします。 

○山井委員 私、後ろからのやじで信じられないのが、そんなことやって何が悪いんだ、やっていいじゃないか

と。国民の税金を使って道路特定財源維持の活動や集会や署名集めをやっていいはずがないじゃないですか。国

民の税金じゃないですか。こういうふうに国論を二分しているそういう問題を、何で国民の税金を使ってやって

いいんですか。タウンミーティングと一緒で、これはやらせ問題ですよ。 

 それでは、限られた時間ですので、次の質問に移らせていただきます。 

 今回、福田総理は、薬害肝炎について救済法を議員立法でつくれ、そういう指示をしてくださいました。 

 そこでお伺いをしたいと思いますが、今回救済された対象になるのが、福田総理、これ、たった千人でして、こ

の法案は。三百五十万人、実は感染者はＢ型肝炎、Ｃ型肝炎、おられるわけです。そして薬害が一万人ぐらいと言

われておりますが、輸血や予防接種の方が非常に多いわけです。ということは、三百五十万分のたった千、三千五

百分の一、〇・〇二九％。ここの、ほんのこの点ですよね、この赤い点ぐらいの方しか対象になってない。 

 当然、これからは、薬害ではない方、資料をお配りしておりますが、薬害じゃない、三百五十万人のうちインタ

ーフェロン治療が効かない感染者の方々や、あるいはカルテがなかったり、投薬が証明できない人をどうこの法

律で救うのか。さらに、真相究明をして責任の明確化をしないと、だれも責任をとらなくていいということだっ

たら、再発防止ということが起こらないんですね。こういう問題が積み残しになっているわけです。 

 そこで、福田総理にお伺いしたいんですが、一月十七日に、こういう新聞折り込みが全国で三千万部入りまし

た。「Ｃ型肝炎ウイルス検査をお受けください。」という告知ですね。これ自体は、福田総理、いいことだと思うん

ですが、総理、これは私ショックを受けましたのが、今回法律が成立しました、だから、ここで病院を見て、カル

テがあったり、投薬が証明できたりしたら和解金の対象になるわけですよね。まさに救済のために福田総理も法

律をつくられたと思うんです。でも、肝心のこの新聞広告には、二日前に成立した救済法のことが一切触れられ

てないんです。 

 おまけに、「Ｃ型肝炎は、早期発見・早期治療が重要です。」と書いてある割には、何と、新聞折り込みが三千万

部しかなくて、数が足りなくて、三分の一ぐらいの世帯には行ってないんですよ、これ。余りにもお粗末だと思わ

れませんか。 

 おまけに、Ｃ型肝炎のウイルス検査をお受けください、急いでくださいと書いてあるけれども、病院で使った

フィブリノゲンで薬害というのが起こって大変御迷惑をおかけしましたという言葉の一言ぐらい、その二日前に



せっかく福田総理や舛添大臣が責任を認めておわびを言ってくださったわけですから、何で薬害のヤの字も謝罪

のシャの字も、また、例えば国会の議員会館も一枚も入ってない、三分の一の世帯には入ってない、きょうも薬害

肝炎の原告の方が何人か傍聴に来てくださっていますが、その原告の方々の中でも私の家にも入ってないという

方がいるんですよ。 

 福田総理、余りにもお粗末だと思われませんか。せめて法律のことを書いてくださいよ。法律のことを書いた

ら、その方は和解金がもらえて治療が安心して受けられるじゃないですか。せっかく法律をつくっても、折り込

みに一切そのことを書かない。余りにもお役所仕事じゃないですか。福田総理、いかがでしょうか。 

○舛添国務大臣 今の山井委員の御質問にお答えいたしますと、この新聞折り込みの原稿を確定したのが十二月

の二十八日でした。それは年末年始を通してそれから印刷その他ということでありますので、一月十九日に和解

の合意書を交わしましたけれども、実は準備段階でありましたので、そこに記すことはできませんでした。 

 したがって、福田総理、私もきちんとおわびをし、そして皆さん方に一刻も早くこの検査を受けていただくよ

うに、そういうことは明言しておりますし、内閣府、それから総理官邸、それから厚生労働省のホームページにも

きちんとそれは書いてあります。 

 それから、三千万部というのは、普通、折り込みをして大体事業所以外の普通の御家庭に行くときはそういう

数字だというのをいただきました。しかし、今おっしゃったように、届いてないところに対しては、その後、例え

ば九州の新聞社は九州版だけ掲載していただけるというようなことでできる限り周知徹底する努力をしておりま

すし、そしてまた、市町村の窓口その他のところでも見られるようにしております。 

 そのように、全力を挙げてこの問題に今後とも取り組んでまいりたいと思います。 

○山井委員 福田総理、何のために責任を認めて謝罪をされたんですか。これは、ある意味で命のリストですよ。

四年前にも、この新聞記事を見て病気に気づいて、そして、インターフェロン治療をして助かった方もおられる。

肝炎は、二十年間ぐらい潜伏して、なかなか自覚症状も出にくいんですよ。命がかかっているんですよ。 

 それに今、舛添大臣、二十八日に確定したと。でも、二十八日といえば、救済法の骨子が固まって、新聞には一

斉に、年明けには救済法成立と新聞に出ていたころじゃないですか。そのことがわかっていながら、なぜそのこ

とを入れないんですか。 

 福田総理にお願いがあります。 

 本当にこれは、この方々を全力で救いたい、一日も早く検査を受けて治療を受けてほしい、そういう思いがあ

るならば、ぜひ全世帯に行き渡るようにもう一度出してほしい。そして、そこにはこの法律のことを書いてほし

いんですよ。これによって、何百、何千人もの方が救われる可能性があるんです。命がかかっているから言ってい

るんですよ。どうか、福田総理、御決断をお願いします。福田総理、お願いします。 

○舛添国務大臣 まず、この新聞折り込み広告を一月十七日に入れました。そのときまではお問い合わせは五百

件でしたけれども、一気に千五百件に上がっておりますので、十分効果は上がっております。 

 それから、そこにあります約七千の医療機関に対して、私が指示を出し、そして専門チームに質問書を書かせ

まして、とにかく二十九万本近くのフィブリノゲンが投与されている方々を捜し出せということで、今懸命にそ

の調査をやらせております。これは、お医者さん、医療機関がだれに投与したかを一番よく知っているわけです

から、今そのことをやらせておりますので、一日も早く多くの方に検診を受けていただきたい、そういう思いで

さらなる努力を続けてまいりたいと思います。 

○山井委員 福田総理にお聞きしたいと思います。 

 これはまさに、救済法をつくるという指示をされたのは福田総理でありまして、それは、一刻も早く多くの方々

に感染に気づいてもらって、救済したいという思いからだと思います。にもかかわらず、この新聞折り込みにそ

のことが全く書かれてないんですよ。 

 これはやはり、救える命を救うのが政治の最大の仕事ですから、ぜひ、福田総理、もう一度やると。それによっ

て、本当に何百人、何千人もの方の命が救える可能性があるんです。どうか、福田総理、もう一度新聞折り込みを

やるという御決断をお願いします。 

○福田内閣総理大臣 厚生労働大臣が再三お答えしているとおり、その新聞広告は、何しろ早く通知をしよう、



こういう趣旨でもってしたわけですね。ですから、それはそれなりの一定の効果はあったと思います。 

 ただ、それについて、まだ不足があるというふうに委員が言われて、厚生労働大臣もさらなる必要があればや

っていきたいということを言っておられますから、そういうことで御了解いただきたいと思います。 

○山井委員 この折り込みを見たら、いつまでたっても責任は認めない、薬害とも認めない、謝りたくない、そし

て、感染した方もできるだけ気づかないでいてくれた方がありがたい、そういうふうに言わんばかりなわけです。 

 おまけに、もう一点、指摘だけしておきます。 

 この折り込みが入った十七日に、ホームページの、カルテが残っているかどうかが変わりました。四年前には

カルテなしとなっていた病院のほとんどが、一月十七日にはほとんどが三角、カルテが残っているかもしれない

というふうに変わりました。つまり、四年前の調査では、カルテがあるかないか十分に調査されてないのに、カル

テなしとして多くの患者にあきらめさせてしまっておりました。そのことは非常に深刻な、これは隠ぺい、偽装

であります。 

 そこで、舛添大臣にお伺いしたいと思います。 

 舛添大臣は今大事なことをおっしゃいました。だからこそ、二十九万人、三十万人、フィブリノゲンを投与され

た方に対して一刻も早く、あなたはフィブリノゲンを打たれてウイルスが入っているかもしれないよということ

を告知するということをおっしゃいました。 

 ここに議事録もございます。十月二十四日、菅直人議員への答弁です。フィブリノゲン製剤、「これを約三十万

本も使った。」「投与された人は全員危険がありますから、投与された人に全員早く告知をして、あなたは、これは

もうまさにビールスを打たれていると同じなわけです。ですから、全員に告知する、そして一日も早く検査して

いただく。そういうことのために精力的にあらゆる対策を打ってやりたいと思います。」 

 これが十月二十四日、三カ月前です。これから三カ月たって、何人の方に告知したんですか。大臣、お答えくだ

さい。 

○舛添国務大臣 まずその前に、四年前と今の調査の比較をおっしゃいましたけれども、カルテのみならず分娩

記録は、あらゆる記録で少しでも記録が残っている方はお知らせくださいという質問にしたので数字が多くなっ

たんだと思います。 

 まさにそのカルテのみならず、しかしこれはだれに投与したかというのは、投与された方は知らないんです、

お医者さんが知っているんです。ですから、その七千の医療機関を通じて、今それを精力的に集計をし、どういう

ことになっていますかということを言っております。それが今の現状で、私は私なりに全力を挙げて一人でも…

…（山井委員「何人にできるんですか」と呼ぶ）今集計中でございます。まだすべて戻ってきてはおりません。大

体九割近く戻ってきておりますので、二月の半ばぐらいまでにはきちんと数字を出して公表したいと思っており

ます。 

○山井委員 これは一月四日にお願いしたんですが、そうしたら、二月中旬までに公表してください。念押しを

しておきます。 

 これは、消えた年金、ねんきん特別便と同じ話なんです。要は、感染者から病院に問い合わせさすだけではだめ

なんです。今、多くの患者の方々が病院に行っても、忙しいからカルテを探せないとかカルテはありませんと言

って門前払いに遭って、幾ら法律ができたって対象者がふえないんですよ。だからこそ、舛添大臣がおっしゃっ

たように、病院から告知させるのが一番なんですよ。病院が一番正確なことを知っているんですから。 

 舛添大臣、念押しをしておきます。そのときに、まさか何十人とか何百人とか、そういうことはないでしょう

ね、三カ月もやって。お願いします。 

○舛添国務大臣 例えば、あるお医者さんがきちんと二十五年間カルテをとっておられて、そこに明確にフィブ

リノゲンを投与したということがあれば、その方を捜して、それをきちんと告知していただく。ただ、記憶にな

い、カルテも残っていない、そういう場合もありますから、これは結果を見てみないと。七千の医療機関すべてに

通告をし、指示しております。しかし、これは結果を見てみないとわかりません。 

 したがって、例えば特別の電話ダイヤルを設けたのも、実は私がかかっていた病院が、今度は統廃合されてな

くなった病院についてもアップ・ツー・デートなデータが載せてあります、したがって、自分がかかっていた病院



がない、お医者さんもいない、そういう方でも電話で相談してください。できるだけそういう国民の目線で、そし

て、そういう方々の立場に立ってきちんと対応してまいりたいと思います。 

○山井委員 これは一人一人の命がかかっているわけですから、そして、病院から告知が行ったら一〇〇％その

方は今回の救済法の対象になって和解金も出るわけですから、その方の人生が、一生がかかっているわけですか

ら、ぜひともお願いします。 

 そしてもう一つ、首相官邸で一月十五日に福田総理が原告の方々にお約束をされた一般対策についてお伺いを

します。 

 このことに関しては、民主党は参議院に肝炎医療費助成法案を提出しております。そして、与党は肝炎対策法

を衆議院に提出しております。しかし、年末から協議が進んでおりません。残念ながら、与党からは予算がふえる

ようなことはなかなか難しいという、そういう否定的な回答しかございません。 

 しかし、福田総理、多くの原告の方々は、自分たちだけではなくて、薬害肝炎を突破口に三百五十万人みんなの

医療費助成をしてほしい、これが裁判を闘われた大きな理由なんです。自分だけのためにやっておられたわけじ

ゃないんです。だからこそ、法律をつくって幕引きでは、これは全く意味がないんです。 

 そこで、民主党は医療費助成法案を出しておりますが、なかなか協議がうまくいきません。ぜひとも福田総理、

これは与党と協議をして、この国会で成立させたいと思うんです。しかし、なかなか与党が消極的なんですよ。ぜ

ひとも福田総理、その協議を進めて、まさに肝炎患者の方々のための基本法、医療費助成法を成立させる、そのリ

ーダーシップを救済法のときと同様に自民党総裁の福田総理にとってほしい。 

 具体的に申し上げます。 

 何が違うかというと、福田総理は本会議の答弁でも四月から政府案でインターフェロン治療の医療費助成をす

るということをおっしゃっています。しかし、このグラフにあるように、四百五十万円までは一万円ですが、九百

万円までは三万円、年収九百万円以上は五万円とかなり高いんです。実際、多くの患者の方々に聞いたら、インタ

ーフェロン治療で仕事を休まないとだめだ、また、子供の教育費もかさむから、この一、三、五ではなかなかイン

ターフェロン治療は受けられないという方が多いんですよ、福田総理。ですから、私たち民主党は、九百万円まで

は一万円、九百万円以上からも二万円、そういう提案をしてこのことを法案化しております。方向性は一緒です。 

 さらに、この法案の中には、与党案も民主党案も、今回含まれていないインターフェロン治療が効かない多く

の患者の方々がおられるわけです、その方々の、肝硬変や肝臓がんの方々の医療費助成も速やかに検討するとい

うことも入っております。 

 さらに、Ｂ型肝炎の患者の方々の抗ウイルス剤、Ｂ型肝炎の方々はなかなかインターフェロンが効かないんで

すね。こういう一般対策をやらないと、ここで幕引きになってはならないと思います。 

 実は、私が肝炎のことをずっと教えていただいた天野さんという東京肝臓友の会の事務局長の方が、残念なが

ら肝臓がんで先日お亡くなりになってしまいました。ずっとこのファイルを、私、天野さんからお借りしたまま

なんですが、平成十二年、つまり八年前から肝臓病の患者の会の方々は、肝硬変や肝臓がんになったときの医療

費助成ということで、八年前からずっと要望を続けてこられた。しかし、その事務局長だった天野さんは、それを

待ち切れなくて残念ながらお亡くなりになってしまった。 

 福田総理、どうかこの肝炎対策法、肝炎医療費助成法案、これを通常国会で協議して成立させる、そういうふう

な決断をぜひとも福田総理からいただきたいと思います。いかがですか。 

 福田総理、これは議員立法ですから、総裁に聞いているんですよ。大臣に権限はないですよ。 

○舛添国務大臣 まず、来年度予算で百二十九億円のインターフェロン治療費を計上させていただきました。七

年間で千八百億円、これでインターフェロン治療を受けたくても受けられないという方をなくそう、こういうふ

うにしております。 

 そして、今おっしゃった民主党の法案、そして自民党の、与党の法案、これは立法府の方できちんと御議論をし

ていただいて、ひとつ立派な形で成果を上げていただくように期待しております。 

○山井委員 これは、権限があるのは自民党総裁ですので、ぜひとも与党に働きかけていただきたいと思います。 

○福田内閣総理大臣 これは、昨年から議論をされているのですね、厚生労働委員会でもって。それぞれ、この取



り扱いについて与野党間で数度にわたって協議が開かれている、こう理解しております。それで、国会における

与野党間の協議でございますから、私の立場でそれについて申し上げることはできませんけれども、しかし、引

き続き協議をしていただきたい、議論をしていただきたいと思います。 

 しかし、そんなことをしている前に、早く手を打ちたいというような意味でもって、ただいま厚生労働大臣か

らお話ししましたような早期治療、そういうような手段を講じてまいりたい、こう思っているところです。 

○山井委員 ずるずる協議している間に救える命がどんどん失われていっているんですよ。だから必死になって

言っているわけですよ。ぜひともこの国会で成立をさせていただきたいんですよ。 

 もう一度、もう少し前向きな答弁をお願いします。協議、協議で進まないんですから。だから総裁に頼んでいる

んですよ。 

○福田内閣総理大臣 ただいま私は総理大臣としてこの委員会に出席をさせていただいておりますので、総裁と

いう立場でなくて。 

 まずは協議してください。しかし、そうしている前に、この早期治療をするということは非常に現実的な解決

の一歩じゃないんでしょうか。議論は議論でしてください。そして、それの議論がまとまるように委員の方も御

尽力願いたいと思っております。 

○山井委員 残念ながら一日に百二十人もの方が肝硬変、肝臓がんでお亡くなりになっておられます。これは非

常に深刻な、一刻を争う問題です。そういうことについて、私たちは、ずるずるとやっているわけにはまいりませ

ん。ある程度のところで期限を切らせていただいて、どうしても与党がそういう人の命を救うことに不熱心とい

うのであれば、参議院で出している肝炎医療費助成法案を成立させるなどして、衆議院でそのことの賛否をぜひ

とも問いたい。その際には、まさかこういう命のかかった法案をつるしたままとか、与党が審議を拒否する、そん

なことがないようにしていただきたいと思います。 

 年金の問題も審議したかったわけですが、最後になりますが、福田総理、どうか、もっともっと議論をというこ

とをおっしゃったわけですから、きょう、つなぎ法案を提出する、そして成立させるということが絶対ないよう

にしてください。話し合いをするといいながらも強硬手段に出る、国民本位といいながらも国民の不安の大きい

暫定税率の問題を審議させない、そして正々堂々とやるといいながらもこそくなつなぎ法案を出す、そんなこと

をするのであれば、福田総理、あなたは偽装総理ということになりますよ。そのことを最後に申し上げて、質疑を

終わります。 

 ありがとうございました。 


